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	　第1章　TQMの概要
TQM（Total Quality Management）の導入は、約50年前に、TQC（Total Quality Control）という名称のもとで始まり、約10年間は隆盛を極めた。トヨタをはじめとする自動車業界を中心に、海外企業に対する指導など、世界を牽引する勢いだったのです。
　しかし、その後、次第に衰退し、いまではTQMという言葉を耳にする機会も珍しい程です。その主な原因は、
(1) TQMの導入は、当たり前になった。
(2) 多くの企業が、その導入に失敗し、自然に撤退した。
～などです。失敗の原因は、誤った指導にあります。
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	私達の多くは、小中学生の勉強の仕方から脱皮できていません。すなわち、「既に正しいと決められたことを受け入れる」だけの記憶のための勉強に走り、自分で考える習慣が疎かになりがちです。
ところで、品質管理の実態はどうでしょうか？
教わったことを実務に適用しても「何か、おかしい」という感じから抜けられません。研究してみると、実務経験のない学者が考えた多くの理論が最初の第一歩に欠陥を持っていることが分かる。しかも、学者は実務をしないため間違いに気が付かず、自己是正力がないため永久に理論が改まらないのです。
この研修は、「模倣ではなく、自分で考える力を養うこと」が狙いです。それが出来なければ、TQMの導入は無益です。
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	　品質管理は、仕事のやり方の質を管理することです。ですから、まず、「管理」の意味を確認しよう。仕事の成果は「偶然の幸運」を頼りにしては、いずれ失敗します。故に、偶然の幸運に頼らずに、「必然的に成果を出すように、プロセスと結果を支配する」ことが必要です。これが管理の意味です。管理には、次のような態様があります。
1 現状を維持すること（監視、検査）
2 改善の継続
小改善＝出費小、失敗可、PDCAサイクルを回す
大改善＝出費大、失敗不可、目標設定を行う（目標の意味に要注意）。
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人体のどこに不具合があっても、完全な機能を果たせません。

上流、すなわち、製品企画、設計、製造部署のいずれかに問題があります。
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